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研究成果の概要（和文）：本研究は、日本とドイツにおいて機能的には対応するが、意味的には対応するとは言
えない公共サインに着目し、言語表現に認められる意味上の差異を類型化した上で、その違いの理由を探ること
にある。全く異なる意味情報を提供するものを説明するためには、当該社会のコミュニケーションにおいて何が
「当たり前」なのか、つまり、何が期待されているのか、その行動原則の違いと関係づける必要がある。本研究
では、それぞれの社会で提供されることが期待される意味情報の違いを抽出し、日本語社会とドイツ語社会で
「当たり前」とされるコミュニケーション行動の基本的な考え方、情報提供法などを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：Focusing on public signs that correspond functionally but not semantically 
in Japan and Germany, this study aims to classify the semantic differences in the linguistic 
expressions and then to explore the reasons for these differences. In order to explain why 
completely different semantic information is provided, it is necessary to relate what is "the 
obvious" in the communication of each society, that is, what is expected to communicate, to the 
differences in its behavioral principles. In this study, by classifying  the semantic differences in
 the linguistic expressions in functionally corresponding public signs, I extracted the differences 
in semantic information expected to be provided in each society, and revealed the differences in the
 ways of thinking in communication between Japanese and German societies.

研究分野：社会言語学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では、日本とドイツの機能としては類似しているが、意味情報に差異が顕著に表れる公共サインの言語表
現に焦点を絞って調査を行った。このような表現の分析はこれまで散発的に事例としては取り上げられることは
あっても、客観的かつ体系的には分析されてこなかった。そこで、本研究は公共サインの言語表現を用いること
により、フィールドワークにより機能的には対応するが、意味に差異がある表現の収集と分析が客観的かつ体系
的な形でできることになった。そこに本研究の意義を認めることができる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
意味上対応する日本語と英語もしくはドイツ語の表現を比較すると、傾向として表現視点（視
座）に違いがあることに気づく。一般に、英語やドイツ語は事態の起きている場面の外側に置か
れた視点から、日本語は事態の生じている場面の内側にある視点から、それぞれ言語化する傾向
があると説明される（金谷, 2004; 中村, 2004）。表現における、このような視点の違いを例証す
るために、従来、文芸作品の原文とその翻訳を取り上げ、対応する表現どうしを比較するという
手法がとられてきた（たとえば、池上(2000)における川端康成の小説『雪国』の冒頭文とその英
訳・独訳との比較を参照）。比較に翻訳を用いる方法は、たしかに同一内容を表わす表現どうし
の対比を可能にするが、方法論上の問題がある（Nishijima, 2010; 2013a; 西嶋, 2014）。その問題
を質と量の 2 つの観点から指摘しておく。質については、起点言語の表現形式による構造的影
響（たとえば、直訳調）や訳者による個人差（文体差）を完全に排除することができないという
点（上例の『雪国』ではサイデンステッカーによる英訳とベンルによる独訳のみが例示）である。
量については、対応する表現が 1文のみ任意に取り上げられ、対比されるが、特定のテクスト全
体における差異の出現頻度が不問にされてきた点（『雪国』では冒頭文のみの比較）である。 
そこで、このような問題点を克服し、より客観的で体系的な比較を可能にするために、筆者
は日本語とドイツ語の対応する場面で独立して使用される定型的慣用表現の比較が有効だと考
えた。そのような慣用表現として、コミュニケーション行動制御慣用表現と標識・看板表現の
2つを利用して、より客観的な比較を目指すことにした。 
上記のように、これまで筆者が行なってきた調査は、機能的に対応し、なおかつ、意味がほ
ぼ同じ定型表現の比較が中心であった。ところが、機能に関しては対応するが、伝達される意
味情報においてかなり異なる事例が見つかっている。たとえば、エスカレータ前に掲示してあ
る注意書きを例にとると、日本社会では「お乗りの際は手すりにおつかまりください。黄色い
線の内側にお立ちください。降りる際はお足元にご注意ください。」などと書かれているが、ド
イツ社会では “Benutzung auf eigene Gefahr [ご利用は自己責任で]”と表示されている。このよう
に、エスカレータを利用する際に、日本語では細かく具体的な指示がなされているが、ドイツ
語では単に自己責任で使うように述べるのみである。逆に、電車やバスの車内に掲示されてい
る急停車に対する注意喚起では、“Beim Bremsen Griffstange festhalten [ブレーキの際、握り棒に
つかまること] ”や「急停車する事がありますので、ご注意ください」というように、ドイツ語
のほうがより具体的に指示が書かれている場合がある。こういった違いは、視点や場面におけ
る対人関係配慮などでは説明できない。このような違いはどこから来るのか、これを解明する
必要がある。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、第一に、日本とドイツの対応する公共空間に設置されている看板等に印字さ
れた言語表現（サイン表現と呼ぶ）を利用して、日独でほぼ同一の機能を果たすと考えられる定
型的な言語表現を収集し、その中から意味情報の異なるものを選定した上で、日独において提供
される情報がどのように異なるのかを明らかにすることにある。第二に、ほぼ同じ機能を持つに
もかかわらず、異なる意味情報が提示されるのはなぜか、その理由を考察しようとするものであ
る。この作業を通じて、日独それぞれの社会の対応する場面において期待される行動の違いを明
らかにすることが可能になるはずである。 
 
３．研究の方法 
本研究の目的は、日本とドイツの対応する公共空間に設置されている看板などのサイン表現
に着目し、日独でほぼ同一の機能を果たすと考えられる定型的な言語表現をフィールドワーク
により収集し、その中から意味情報の異なるものを選定し、日独において提供される情報がどの
ように異なるのかを明らかにした上で、その理由を考察することにある。 
平成 29年(2017 年)度は、機能的に対応するが、意味的に異なるものの対照研究のための基本
的な枠組みを設定し、それに基づいて日本語資料の収集と分類を行った。平成 30 年(2018 年)度
は、対応するドイツ語資料の収集と分類を実施した。最終年度の平成 31 年(2019 年)度は、日独
の対照が中心となった。そして、その成果を関連する学会、とりわけ国際学会で発表する。そこ
での議論を基に、論文としてまとめ、学会誌や紀要へ投稿していく予定であった。しかしながら、
2019 年に始まったコロナ禍（Covid-19）により、学会が開催されず、研究発表によって他の研究
者と議論する機会がほとんどなくなった。そのため、研究期間を延長し、学会が開催されるのを
待った。その間、オンラインによる発表を続け、2023 年 3月に終了した。 
 
４．研究成果 
本研究では、まず、日本社会とドイツ社会の機能的に対応する公共空間で言語化される定型的
な言語表現を、日常的に目にする看板などに記される言語表現（サイン表現）をフィールドワー
クを通して収集した。サイン表現として収集するデータは、公共場面に見られる看板に書かれた



定型表現に限定した。定型化された言語表現は、一般に不特定多数の人々が利用する公共空間
（道路、公園、小売店などの店舗、観光施設など）と、もっぱら特定の人たちが利用する空間（学
校、大学、教会など）に分けることができる。収集された定型化された慣用表現のうち、意味情
報の異なるものに焦点をあて、それをさらに分類する。それらは、大きく分けると、機能的には
対応するが、意味情報に関しては具体性や明示性のレベルで異なるもの、まったく異なる意味情
報を提供するものの 2種類に分類される。前者については、その 1部をすでに分析・分類してい
る。しかし、後者の全く異なる意味情報を提供するものについては、従来の視点や待遇という観
点からでは十分に説明できない。それを説明するためには、当該社会のコミュニケーションにお
いては何が「当たり前」なのか、つまり、何が期待されているのか、その行動原則の違いと関係
づける必要がある。本研究では、機能的には同じサイン表現の異なる意味情報を類型化すること
により、それぞれの社会で期待される意味情報の違いを抽出することができた。そして、この違
いに基づいて、日本語社会とドイツ語社会で「当たり前」とされるコミュニケーション行動の基
本的な考え方、情報提供法の違いなどを明らかにした。 
本報告では、機能的には対応するが、意味的には対応しないサインの背景を考察するために、
機能的には対応する場面で一方しかサインが見られない例を取り上げ、それに関連する言語表
現と結び付けてその理由を考察する。 
日本とドイツにおいて、機能的には対応するが、意味的に異なる表現が見られるサインの例と
してエスカレータ付近に見られる注意喚起のサインがある。上記のように、ドイツで見られるサ
インには “Benutzung auf eigene Gefahr [ご利用は危険を承知のうえで（自己責任で）]”と表記さ
れているにすぎないが、日本の対応する場面では「手すりにおつかまり下さい」「黄色い線の内
側にお立ちください」など具体的な注意事項がサインに書かれてある。この相違を考える際、対
応する場面で日本にのみサインが見られる場合を考えるとヒントになる。 
たとえば、日本の電車のドアには必ず「指づめ注意」「とびらに注意」「開くドアにご注意」と
いったように、ドアが開く際に戸袋に指が挟まれるのを注意するステッカーが見られるが、ドイ
ツではそのような表示のステッカーは目にしたことがない。また、駅で電車が入線する際、ホー
ムで電車を待っている乗客に注意を促す「白線の内側までさがってお待ちください」などのサイ
ンやアナウンスもドイツではほとんど見られないし聞こえない。こういった注意事項は、ドイツ
では能力のある大人ならば自分で考え、判断することができ、自ら注意しながら行動するのが自
明のことと見なされているために、ドイツでは対応するサインがないのが普通である。こういっ
た点を意識すると、電車のホームでは、「電車が来ます。ご注意ください」「ドアが閉まります。
ご注意ください」「電車が出ます。ご注意ください」といったように、こと細かに注意喚起のア
ナウンスが流れていることに改めて気づく。これらの注意は、常識のある大人には自明事、分か
り切ったことである。このようなことは、肯定的に捉えれば「転ばぬ先の杖」のように親切心か
ら来るとも、「おもてなし」という気配り文化が背景にあると考えることもできる。しかしなが
ら、あれこれと指図しているわけだから、Brown & Levinson (1987) のポライトネス理論を引き
合いに出せば、ネガティブ・フェイス（negative face）の侵害にあたる可能性がある。ここで、
Brown & Levinson (1987) の “negative face” の規定 “the wants of every ‘competent adult member’ 
that his actions be unimpeded by others” を考察してみよう。この規定にある ‘competent adult 
member’[能力のある大人のメンバー]という表現に注目したい。この欧米のポライトネス理論で
は、通常、能力のある大人ならば他者からの指図は好ましくなく、否定的に取られかねないこと
を意味する。そのため、ドイツではそのような注意は大人に対しては基本的に発せられない。日
本社会に典型的に見られる、こういったこまごまとした注意喚起は、ドイツ社会から見ると、大
人が子供に対して注意している光景を思い起こさせるものと言える。 
このように、対応する場面での意味内容の違いもしくは対応する表現の有無は、期待される行
動原則の違いにその理由が求められることがわかった。 
さらに本研究では、機能的に対応する場面で、意味的に対応しないサインの他の例として、と
くに車ステッカーと「研修中」タグについて触れておきたい。対応する場面に見られる様々な看
板などの公共サインを収集していると、移動体にも様々な文字表記が見られることに気づく。た
とえば、車の後部に貼られるステッカー、コンビニやスーパーマーケットの店員の胸元につけら
れている「研修中」「アルバイト」などのタグである。これらは広義に捉えれば言語景観の一部
を構成していると言えるだろう。しかしながら、このようなステッカーやタグはドイツではほと
んど目にすることはない。とするなら、これらは日本の言語景観の特徴的な一部を構成している
と見なすことができるだろう。このような観点から、言語景観の対象を拡張する分析も実施した。 
研究成果の詳細は、公表されている論文、著書、学会発表を参照のこと。 
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